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サ
ー
・
ク
ル
誌
・
タ
イ
ブ
印
刷

　
　
太
洋
社
総
合
印
刷
（
株
）

Ｕ
諧
尻

入
管
法
に
対
し
、
抗
議
ハ
ン
ス
ト
を
続
行

バ
パ
レ
い
し
、
7
j
E
z
入
り
い

い
　
予
言
、
兄
川
二
十
一
口
付
け

こ
斟
．
八
白
ｙ
か
ら
川
．
辿
り
・
い
Ｉ

　
レ
よ
□
白
ぐ
ぷ
凪
仁

　
ｊ
ぺ
几
／
．
几
ご
Ｉ
仁
マ
．
ハ

９
１
二
十
八
呆
‥
川
于
パ
目
か
石
げ
で
す
。
で
も
、
在
Ｈ
中
国
人
や
哨
鮮
。
方
針
に
も
ん
く
を
】
。
－
う
べ
き
で
は
な
Ｒ
本
り
米
騒
動
、
朝
鮮
の
三
二
万
才

　
実
に
一
丁
六
日
間
に
忖
穴
ン
ス
ズ
ヘ
い
日
常
的
な
。
圧
迫
は
変
ら
な
い
で

一

い
」
と
か
＆
明
し
て
い
た
限
ｓ
省
入
管

丿

命
等
、
桓
東
り
闘
い
の
Ｉ
つ
と
し
て

谷
ぶ
巾
『
ぺ
桐
胴
。
宍
野
中
ｏ
申
国
し
ー
っ
。
今
国
公
提
出
申
り
入
背
広
旺
局
に
、
「
劉
召
の
か
ら
だ
か
艮
・
弱
し
て
の
、
五
・
四
運
動
の
意
義
を
明
ら
か
に

弗
μ
－
リ
ー
む
日
中
川
ハ
肖
叫
劉
毎
Ａ
Ｍ
き
抗
４
す
る
た
め
、
ハ
ン
ス
ト
‐
‐
き
た
の
で
、
人
道
的
ケ
ー
ス
と
し
て
要
し
た
。
さ
・
ら
に
、
今
日
的
意
ａ
と
し
て

１
１
パ
レ
い
し
ヽ
法
Ｍ
霜
入
り
て
は
体
力
の
持
っ
限
り
哨
け
ま
す
」
と
。
孔
求
を
受
け
入
れ
る
」
と
い
う
理
由
て

こ

天
一
の
広
島
訪
問
、
ニ
ュ
ー
コ
ミ
ー
一

一 一 一 一 一

気
な
ぷ
子
で
″
決
．
叱
り
ハ
ン
ス
ト
″
を

灰
分
し
た
意
気
い
々
な
と
こ
ろ
を
μ
せ

で
ぐ
兄

　
ツ
ヅ
パ
ロ
こ
六
べ
．
八
．
ｙ
生

、
ド
バ
ノ
ご
蛸
・
づ
剔
’
士
ブ
り
嶮
岨
ｙ
・
心
に
．
し
、
り
・
ツ
？
ジ

シ
ー
ー
ヅ
犬
一
’
に
ｊ
ｙ
１
１
１
ぺ
れ
を
兄
い
ご
・
ご
う
ハ
ン
ス
ト
‘
汪
い
、
杓
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．
八
一
・
一
‐
‐
．
‐
ぺ
瓦
石
・
‐
１
．
‐
汽
．
４
．
シ
、
六
万
い
汗
爪
べ
ぐ
出
超
学

．
ヅ
．
・
ら
『
ハ
弓
．
‐
止
・
‐
．
ご
・
．
八
、
呼
い
い
ハ
ン
ス
ト
ヤ
汀
．
リ
‥

j
l
’
i
1
1
Z
･
j
:
･
.
!
;
1
.
‘
.
l
j
;
j
い
、
小
才
八
爪
言
リ
応
バ
・
恰
」

ト
ー
．
．
．
目
．
・
『
・
？
…
…
…
宍
・
．
り
う
引
ト
日
仏
庇
し
兄

こ
一
∵
づ
ぶ
ム
剛
な
杭
λ
に
動
か

ヘ
バ
し
・
『
≒
れ
几

に
・
昌
れ
フ
パ
に
、
ド
々
々
Ｉ
ス

ー
げ
ノ
ト
ふ
ｏ
な
が
ら
｛
め
。
で
汝

大
畑
に
こ
り
一
白
尨
・
レ
モ
ン
・
水

で
。
。
屑
し
ご
い
な
タ
り
も
、
［
友
好

で
川
。
恚
口
昌
に
範
ド
く
援
ｏ
お
か

富村氏の第了回公判を傍聴して

一 一 一 一 - 一 一 一 一 一 一

求
を
受
け
入
れ
る
」
と
い
う
理
由
で
一

年
間
の
を
昭
剛
圓
を
認
め
さ
せ
た
．

　
五
・
四
運
動
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周
年
集
会
開
く

　
　
　
　
　
Ｉ
劃
闘
委
‐

　
劉
ａ
Ｊ
祠
い
を
戈
待
す
る
闘
争
委
叫

会
訟
器
恋
ド
叫
哨
秤
ツ
ん
支

咬
よ
宗
旨
公
議
（
劉
記
川
）
怯
睨

岨
回
天
汽
い
恰
睨
ぺ
．
九
月
回
‥
午
後

八
時
．
ト
分
か
‘
≒
屯
京
目
黒
公
会
堂

ｙ

９
‐
ｌ
ｉ
ｉ
４
‐
１
;
ｌ
ｙ

ｉ

「
ご
に
外
国
人
に
は
目
玉
出
入
極
は
な
八
支
援
、
入
管
俵
粉
砕
申
央
集
会
」
が

い
し
、
肢
ら
を
１
１
本
国
家
が
点
て
良
お

う
り
鳴
い
Ｃ
良
お
う
が
吻
Ｄ
で
あ
る
］

「
叫
吸
処
即
り
問
題
は
、
君
達
柾
目
朝

鮮
人
、
中
国
人
の
・
□
出
す
べ
き
こ
と
で

は
な
い
。
大
体
、
μ
ら
は
目
木
政
府
り

-

開
ミ

　
集
会
の
冒
頭
、
劉
闘
喬
の
小
川
良
治

君
が
基
調
報
告
‐
を
’
行
な
っ
た
。
小
川
君

は
、
一
九
一
七
年
の
ロ
シ
ア
革
命
を
う

け
て
、
中
国
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
が

　
　
　
　
　
Ｉ
内
会
防
犯
一
会
等
を
通

　
　
　
　
　
治
国
主
義
の
排
外
主
義
の

　
　
　
　
　
６
に
す
る
申
ぺ
四
月

　
　
　
　
　
ハ
ン
ス
ト
に
入
っ
て
い
る

一
犬
い
い
づ

ど
の
ょ
う
に
答
え
で
ぃ

｀
く
べ
き
か
、
日
本
階
級
闘
争
が
ア
ジ
ア

ー
解
放
に
ど
の
ょ
う
に
剥
わ
っ
で
ぃ
く
の

か
と
祝
く
せ
ま
り
、
劉
む
り
闘
い
を
防

衛
し
、
か
つ
支
援
す
る
よ
う
配
起
し
、

拍
手
で
も
り
で
匯
捻
じ
れ
な
。

　
つ
づ
い
て
、
劉
彩
品
支
贋
金
肺
胞
絡

会
議
か
ら
り
ア
ピ
ー
ル
か
あ
り
、
各
地

区
の
発
言
に
う
つ
っ
た
。
入
唇
闘
争
通

信
編
集
委
員
会
、
東
大
病
院
反
喰
、
劉

道
冒
君
の
Ｍ
い
を
支
持
す
る
西
部
昌
動

名
会
議
、
北
部
地
区
実
、
南
部
地
区
実

等
の
発
言
が
行
な
わ
れ
た
。

　
最
後
に
、
劉
君
の
ハ
ン
ス
ト
が
、
こ

の
日
か
ら
東
大
震
学
部
で
行
な
わ
れ
て

い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
法
務
省
、
治

安
当
Ｑ
の
介
入
、
デ
マ
に
対
し
て
の
抗

議
文
が
読
み
あ
げ
ら
れ
、
集
会
宣
言

を
採
択
、
イ
ン
タ
ー
を
歌
い
、
敗
会
し

た
。　

劉
君
支
援
会
議
。

　
本
字
で
も
結
成

　
「
東
洋
大
学
劃
一
昌
君
支
援
会
議
」

か
、
五
月
十
日
七
号
館
一
騎
跨
年
ア
ジ

ア
研
冤
で
結
成
さ
れ
た
。

　
会
議
は
、
五
月
七
日
「
劉
道
昌
召
を

守
る
会
」
と
祢
す
る
前
身
柘
璃
後
、
九

日
に
開
か
れ
た
全
都
妬
道
昌
ｇ
支
援
后

勤
者
公
議
で
「
守
る
会
」
で
は
劉
君
の

志
向
す
る
″
僕
一
人
で
は
な
く
在
日
中

国
人
朝
鮮
人
総
体
の
闘
い
″
に
合
致
し

な
い
と
糾
弾
さ
れ
た
の
を
契
機
に
、
内

実
と
も
に
今
ま
で
以
上
の
高
次
元
○
連

帯
を
構
築
す
る
支
援
を
し
よ
う
と
名
称

工
学
部
も
集
会

　
　
１
５
・
1
9
ヘ
ー

　
エ
学
部
悳
塹
逗
は
、
十
九
日
沖
縄

全
島
ゼ
ネ
ス
ト
学
内
港
帯
集
会
を
開
き

工
学
部
に
お
け
る
口
常
的
闘
争
を
組
む

第
一
歩
と
し
て
、
本
集
会
を
位
置
つ
け

全
体
で
確
認
し
た
。

変
更
し
た
。

　
会
議
は
早
く
も
、
束
洋
犬
で
千
名
り

苫
＆
を
勝
ち
取
っ
た
ほ
か
、
全
国
五
大

学
の
一
校
と
し
て
座
帯
の
ハ
ン
ス
ト
を

四
月
二
十
四
日
か
ら
同
こ
十
八
日
ま
で

五
日
闇
。
行
な
う
な
４
そ
の
旨
勤
の
広

範
さ
が
見
受
け
ら
れ
る
。
し
か
し
な
か

ｑ
会
員
数
か
Ｉ
ケ
タ
を
出
ず
未
だ
大

衆
的
に
登
場
で
き
な
い
問
題
点
が
あ

る
。
会
の
性
格
と
し
て
、
単
な
る
サ
ー

ク
ル
で
な
く
、
各
会
員
が
そ
の
異
す
る

サ
ー
ク
ル
で
一
名
な
Ｉ
め
活
動
鳶
汀
な

い
、
会
で
は
劉
君
や
入
暫
誠
に
関
し
て

勉
偉
し
て
い
く
。
圓
い
の
出
発
点
は
、

凭
ず
「
事
実
を
知
る
」
こ
と
に
あ
る
。

　
会
の
方
針
は
、
機
関
紙
「
持
久
戦
」

Ｚ
ｉ
事
に
行
動
の
基
軸
と
し
て
当
面

行
な
う
。
そ
れ
て
、
本
学
生
金
員
に
情

報
宣
伝
皆
勤
を
徹
底
し
、
劉
君
の
み
な

５
ｉ
娠
法
反
対
の
署
名
を
巣
め
、
入

て
い
く
。
基
本
的
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、

「
戦
争
反
対
・
侵
略
阻
止
／
」
「
二
度

と
ア
ジ
ア
人
民
に
銃
を
む
け
る
な
／
」

で
あ
る
。

大
地
下
要
塞
♂
を
開
始

公
団
・
ガ
ー
ド
マ
ン
の
テ
．
ロ
を
は
ね
の
け

　
一
二
咀
塚
芝
山
巡
合
空
騰
反
対
同
盟

（
戸
村
一
弥
委
日
長
）
は
、
五
月
十
日

午
前
八
時
か
ら
弟
二
次
強
制
収
用
阻
止

に
向
け
て
、
駒
井
野
団
結
小
Ｍ
近
く
に

大
池
下
。
安
塞
の
建
設
を
開
始
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
早
朝
か
ら
一
井
野
小
屋

の
前
で
地
下
要
塞
建
設
に
恟
け
て
の
集

会
を
一
考
、
第
一
次
強
制
収
用
時
に
お

け
る
要
察
よ
り
も
更
に
巨
大
な
物
を
作

る
こ
と
を
尊
志
一
致
し
、
高
さ
二
十
米

の
鉄
塔
を
始
め
と
す
る
巨
大
な
要
塞
を

建
設
し
、
国
家
権
力
の
農
民
殺
し
を
許

さ
ず
北
総
一
帯
の
農
民
と
と
も
に
�
う

こ
と
を
確
認
し
た
ｏ

　
十
日
は
、
立
て
穴
を
地
下
六
米
の
深

さ
に
捌
っ
た
が
、
詳
紹
は
不
明
だ
が
地

下
十
米
ま
で
釦
っ
て
縦
横
に
ア
り
の
巣

の
よ
う
に
罰
る
予
定
で
あ
る
。

　
な
お
、
空
港
公
団
Ｉ
ガ
ー
ド
マ
ン
五

十
人
が
機
動
隊
三
。
白
人
と
と
も
に
、
五

月
二
日
深
夜
、
天
政
、
駒
井
野
、
大
清

水
の
三
つ
○
団
結
小
屋
に
鉄
パ
イ
プ
と

火
炎
ピ
ン
を
扮
っ
て
麦
い
か
か
り
、
反

対
同
盟
の
農
民
二
人
に
対
し
て
頒
骸
骨

骨
折
の
寡
傷
を
お
わ
す
と
い
う
暴
挙
に

出
た
。
続
い
て
、
十
一
日
の
夜
九
時
半

頃
、
機
知
隊
五
十
人
が
、
第
一
、
第
二

地
点
の
地
下
要
塞
へ
、
捜
査
令
状
も
な

し
て
、
突
然
現
わ
れ
、
十
五
人
の
学
生

に
暴
行
を
ふ
る
う
と
い
う
ぶ
件
が
お
き

沖
縄
「
返
還
」
協
定
調
印
阻
止
へ
向
け

　
　
　
!
|
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1
1
1
1
1
1
1
1
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1
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1
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」
４
・
2
8
沖
繩
デ
ー
ー

　
　
　
a
l
l
l
i
l
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1
1
1
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1
1
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1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
7

　
4
{
R
銭
闘
、
全
国
反
戦
、
東
京
入

管
闘
、
関
東
叛
軍
行
動
委
は
、
『
沖
縄
五

月
返
旭
協
定
調
印
阻
止
・
四
・
二
八
抑

繩
闘
争
勝
利
中
央
総
決
起
集
会
』
を
四

月
二
十
八
日
午
燃
八
時
か
ら
日
比
谷
野

外
音
楽
堂
で
約
二
万
五
千
人
（
主
催
者

胃
べ
）
を
集
め
て
、
開
残
集
会
の
後

日
比
谷
野
音
に
二
万
五
千
結
集

ミ

　
巣
公
咲
主
催
者
団
体
の
決
意
表
明

か
ら
開
始
さ
れ
た
。
全
・
国
反
戦
、
東
京

入
管
輯
に
続
い
て
、
関
東
叛
軍
行
動
委

と
全
国
一
友
反
戦
を
代
表
と
し
て
小
西

誠
三
韓
が
「
一
定
の
重
要
な
軸
で
あ
る

自
衛
隊
沖
縄
民
兵
を
実
力
で
阻
止
し
よ

う
。
１
‐
と
。
訴
え
た
Ｉ

　
続
い
て
メ
″
セ
ー
ジ
○
紹
介
に
入
り

全
軍
労
攻
略
支
部
青
年
部
、
六
九
年
十

一
・
九
附
随
強
行
上
陸
闘
争
被
告
団
と

縞
き
獄
中
の
高
村
順
一
氏
か
ら
は
「
今

年
の
四
・
ニ
ハ
は
今
ま
で
り
も
の
と
は

り
返
還
は
二
〇
次
。
�
う
こ
と
に
問
題

解
決
の
カ
ギ
が
あ
る
。
」
と
り
力
強
い

メ
″
セ
ー
ジ
が
送
ら
れ
た
。
’

5･19ゼネスト

ー

巨額

て
い
る
。

　
一
座
の
公
団
Ｉ
ガ
ー
ド
マ
ン
、
機
動

隊
の
反
対
同
一
へ
０
騎
行
に
対
し
て
、

反
対
同
盟
で
は
、
「
第
一
次
彙
制
収
用

の
結
束
を
見
た
雁
カ
か
、
第
一
反
強
制

収
用
に
於
い
で
は
、
地
下
Ｓ
を
絶
対
に

作
ら
せ
な
い
方
針
を
出
し
、
暴
行
や
、
イ

ヤ
ガ
ー
フ
セ
を
行
な
う
方
針
を
出
し
て
い

る
」
と
述
べ
、
「
今
後
、
こ
の
よ
う
な

事
挙
が
起
こ
る
可
能
性
は
児
分
あ
る
」

と
詰
っ
て
い
た
。

　
委
員
長
に
山
崎
君

　
　
　
　
　
　
‐
経
営
白
－

　
経
営
学
Ｓ
学
生
自
治
会
４
．
五
月
十

．
五
日
午
後
一
時
四
十
五
分
か
ら
一
四
竺

教
室
で
目
治
委
員
総
公
を
同
廼
．
新
執

行
ぶ
Ｊ
出
を
行
い
委
一
反
に
山
崎
健
太

Ｓ
君
（
経
営
３
年
）
を
Ｉ
出
し
た
．

　
第
三
一
一
の
状
勢
討
議
に
於
い
て
、

冲
硝
「
遥
遠
陥
定
」
調
印
を
め
ぐ
る
沖

鞘
の
状
勢
と
、
朝
鮮
南
半
．
ぶ
の
栓
一
函

ふ
ゐ
ぐ
る
ぺ
勢
か
語
ら
れ
、
５
・
1
9
に

令
局
ゼ
ネ
ス
ト
で
「
返
還
協
定
」
調
印

阻
止
を
闘
う
沖
縄
民
衆
と
民
族
解
放
闘

争
と
祖
国
の
統
一
を
押
し
辿
め
よ
う
と

連
帯
し
て
い
く
こ
と
が
訴
え
ら
れ
た
。

　
ま
た
一
年
生
自
治
委
員
会
か
ら
、
学

内
の
間
『
と
り
わ
け
生
陥
殷
々
問
題

や
、
二
り
館
前
に
於
け
る
マ
イ
ク
使
用

の
間
題
を
自
冶
会
は
と
り
あ
げ
る
べ
き

だ
と
い
う
同
趣
提
起
が
な
さ
れ
た
。

　
な
お
新
帆
行
委
一
は
次
の
通
り
。

　
副
委
員
址
白
神
良
心
（
経
営
２
）

米
兵
と
実
力
対
決
ふ

調
印
実
力
阻
止
へ
ぬ

　
全
国
全
池
一
石
、
全
国
各
県
反
戦

東
京
入
賢
一
は
五
月
十
九
日
午
後
六
時

か
ら
、
清
水
谷
公
園
で
約
一
万
人
を
集

め
て
、
「
沖
縄
ゼ
ネ
ス
ト
漸
帯
、
六
月

「
返
還
」
協
定
一
印
実
力
阻
止
中
央
総

決
起
集
公
を
開
い
た
。

　
集
会
で
は
六
月
返
還
協
・
疋
＝
米
日
帝

国
主
祗
り
慧
鮪
防
術
策
り
を
許
さ
ず
、

ゼ
ネ
ス
ト
に
泌
帝
し
、
五
月
三
十
日
か

ｊ

と
し
、
「
馳
乱
か
、
安
定
か
」
と
い
う

選
択
を
国
民
に
要
求
し
、
ソ
ウ
ル
を
除

く
、
中
小
都
ボ
、
l
t

g
l
4
1
め

た
。

　
だ
が
、
同
月
二
十
七
日
の
枡
三
一
を

か
け
た
大
紀
一
泡
に
対
‐
‥
『
、
学
生
遂
は

″
軍
事
教
練
反
対
″
か
ら
″
正
し
い
通

挙
を
″
へ
と
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
エ
ス
カ
レ

ー
ト
さ
ｔ
、
不
。
正
一
挙
廃
止
の
為
、
選

挙
立
公
人
ま
で
ぷ
Ｉ
さ
せ
て
、
朴
三
迦

阻
止
を
闘
い
抜
い
た
の
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
こ
り
鱗
知
識
人
、
宗
教
界
、
文

化
界
な
と
の
人
々
か
朴
一
遍
阻
止
に
向

け
て
学
生
と
共
に
闘
い
抜
い
た
。

叉

返
Ｍ

劣

力
で
阻
止
し
抜
く
と
決
意
表
明
か
あ
っ

た
。

　
一
方
陣
純
で
は
、
郭
詞
市
与
蟻
公
園

で
、
ゼ
ネ
ス
ト
Ｕ
争
委
員
公
が
十
九
日

午
硬
二
時
か
ら
『
返
一
協
定
粉
砕
県
民

総
決
起
大
公
』
を
同
残
軍
用
道
路
一

号
繊
を
デ
モ
行
進
し
た
。

　
集
会
の
池
中
、
右
翼
団
体
「
Ｈ
木
Ｍ

族
思
想
昔
腕
・
｛
｝
の
約
二
白
人
か
武
装

し
て
隔
会
破
哨
に
き
た
が
全
軍
労
、
官

公
男
、
自
冶
の
り
青
年
部
を
中
心
と
す

る
武
装
自
哨
隊
九
白
人
か
い
｀
成
さ
れ
、

実
力
で
排
除
し
た
。

　
な
お
、
午
唖
五
時
五
士
分
哨
、
米
軍

第
一
ロ
た
ん
Ｓ
啄
基
地
で
、
労
組
Ｕ
や

学
生
か
基
地
に
向
っ
て
投
石
や
火
炎
ビ

ン
を
投
げ
、
米
軍
・
残
も
こ
れ
に
直
接
的

に
放
水
や
投
石
、
銃
剣
で
。
応
し
ゅ
う
し

た
。

　
十
九
日
の
沖
縄
は
米
軍
Ｍ
旭
を
め
ぐ

っ
て
実
力
で
り
対
決
か
開
始
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
示
め
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
ａ
如
は
次
号
で
）

一
、
五
号
館
前
を
バ
リ
ケ
ー
ド
で
封
鎖

　
事
務
局
長
佐
藤
広
（
商
４
）

　
財
務
部
長
石
野
田
好
郎
（
商
３
）

史
学
科
は
沢
田
君

　
文
学
部
史
学
科
学
年
委
員
会
は
、
五

月
八
日
総
会
を
開
い
た
。

　
委
員
長
に
浜
田
栄
喜
（
３
）
副
委
員

艮
に
藤
原
英
三
郎
（
２
て
書
記
長
小

山
昭
彦
、
渉
外
部
長
高
山
修
治
、
会
計

大
森
晶
子
、
鶏
声
委
員
長
末
吉
武
志
が

選
出
さ
れ
た
。

　
こ
れ
ら
の
代
表
は
２
五
月
下
旬
問
ら

か
れ
る
史
学
科
総
会
に
於
て
承
認
さ
れ

れ
ば
正
式
就
任
と
な
り
、
以
後
方
針
発

表
と
な
る
。
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香
り
登
か
な
本
揚
の
そ
ば

　
　
自
慢
の
昧
・
昴
本
位

満
　
寿
　
美

屋

白
山
上
バ
ス
が
前

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
絹
）
七
六
八
六

生
協
総
決
起
開
く

　
東
洋
大
学
生
盾
協
同
組
合
設
立
準
舞

Ｑ
は
、
十
四
日
八
号
館
前
で
生
協
設
立

を
訴
え
る
「
５
・
1
4
全
学
総
決
起
集

合
を
約
五
百
人
の
結
集
で
開
仙
し

た
。
　
　
　
　
。

　
先
ず
「
最
後
ま
で
集
会
を
続
け
よ

う
」
「
わ
れ
わ
れ
の
当
然
の
権
利
と
し

て
捉
え
よ
う
」
「
現
在
の
晴
況
か
高
揚

し
て
理
事
会
側
か
折
ら
ざ
る
を
得
な
く

な
っ
て
い
る
」
と
開
会
宜
。
百
が
な
さ
れ

た
。

昶蒼天1

　
本
土
で
は
私
鉄
総

爾
、
国
労
、
動
労
が
二

十
四
時
間
ス
ト
ラ
イ
キ

を
貫
徹
し
、
沖
縄
で

ｙ

ｇ
!
ｌ
や
全
軍
労

が
全
島
ゼ
ネ
ス
ト
を
貨
倣
し
た
。
本

土
の
ス
ト
は
「
賃
上
げ
要
求
」
で
あ
。

り
、
沖
縄
の
ス
ト
は
［
返
還
協
定
調

印
阻
止
］
の
ス
ト
で
あ
っ
た
。
両
者

と
は
、
具
体
的
な
生
活
を
賭
け
た
闘

争
て
あ
り
な
が
ら
も
、
そ
の
形
態
と

質
に
お
い
て
の
絶
対
的
な
相
違
と
は

一
体
何
で
あ
ろ
う
か
。
▼
沖
縄
で

は
、
米
軍
武
装
恵
４
や
右
翼
ロ
思
会

と
の
直
接
的
な
ゲ
バ
ル
ト
を
含
め
た

緊
。
張
し
た
闘
争
が
あ
り
、
具
体
的
な

政
治
課
。
題
を
い
や
か
応
で
も
闘
い
抜

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
方
本
土

で
は
、
身
勝
手
な
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
諸

氏
か
ら
、
「
電
車
か
止
ま
れ
ば
迷
惑

だ
」
等
々
の
こ
と
を
い
わ
れ
な
が
ら

も
、
ス
ト
ラ
イ
キ
を
や
れ
ば
何
と

か
、
賃
金
か
上
か
る
し
、
暴
力
的
に

弾
圧
さ
れ
る
こ
と
も
な
い
。
▼
僕
ら

は
、
同
じ
ス
ト
を
一
う
に
し
て
も
、

こ
の
絶
対
的
に
存
在
す
る
本
土
と
９

繩
の
ギ
ャ
。
プ
に
注
目
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
同
じ
労
働
者
だ
か
ら
辿

帯
出
来
る
な
ど
と
、
ロ
や
ぽ
っ
た
く

言
っ
て
い
る
奴
等
が
こ
の
現
実
を
ど

う
見
る
り
か
。
沖
縄
が
戦
後
二
十
六

ケ
年
間
お
か
れ
て
い
た
歴
史
と
現
実

が
何
よ
り
も
、
深
く
、
沖
縄
と
本
土

の
相
違
を
示
し
て
い
る
。
▼
東
京
タ

ワ
ー
で
嗣
、
た
富
村
順
一
氏
の
言
葉

「
沖
鞘
の
こ
と
に
本
土
は
□
旁
出
す

な
」
と
い
２
」
と
か
何
で
あ
る
の
か

を
今
一
度
問
い
返
え
す
ぺ
き
で
は
な

い
の
か
。
七
万
人
と
も
十
万
人
と
も

い
え
る
沖
縄
全
島
ゼ
ネ
ス
ト
の
参
加
・

こ
そ
、
沖
縄
の
オ
ン
念
で
今
心
。
多
。

く
の
学
友
か
戦
後
月
鴫
こ
ん
な
に

一

も
本
土
か
「
平
和
」
で
あ
っ
た
の
か

一

を
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。
い

ら
だ
た
し
い
程
の
本
土
の
無
知
と
無

自
覚
。
い
く
ら
こ
れ
を
豚
識
し
て
も

仕
方
が
な
い
。
今
は
沖
縄
に
た
だ
一

人
で
も
吟
ハ
き
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

▼
一
年
ぷ
り
に
白
山
｛
に
バ
リ
ケ
ー

ド
が
築
か
れ
た
。
バ
リ
ケ
ー
ド
と
い

う
に
は
、
余
り
に
も
可
哭
い
ら
し
い

が
し
か
し
出
き
た
。
し
か
も
全
局
ゼ

ネ
ス
ト
に
連
帯
し
て
。
こ
の
バ
リ
ケ

ー
ド
は
一
日
と
持
だ
な
い
だ
ろ
う

か
、
し
か
し
、
こ
り
バ
リ
ケ
ー
ド
り

持
つ
草
画
は
大
き
い
。
な
に
よ
り
も

沖
縄
を
意
識
し
て
い
た
か
ゆ
え
に
て

あ
る
。
く
だ
ら
な
い
「
内
部
ゲ
バ
ル

ト
主
ａ
ｕ
黙
ご
や
「
戦
争
べ
蜂

起
だ
」
と
い
っ
で
い
る
よ
り
は
こ
の

沖
闘
い
ゼ
ネ
ス
ト
ベ
本
土
に
ス
ト

の
相
違
を
本
質
的
に
考
え
抜
く
べ
き

だ
ろ
う
。

＜５月の新刊＞堂晃
機
械
材
料
の
基
礎
?
P

ｔ
‐
片
ａ
む
に
視
点
を
直
き
Ｉ
材
騎
の
性
質
、
横
遺
と
そ
の
選
択
性
－
タ
易
し
く
解
説
　
　
　
琴
弁

電
気
音
響
工
学
概
論
一
万

初
学
者
向
き
に
基
礎
に
重
点
を
置
き
如
音
波
を
も
含
め
で
詳
述
、
適
所
に
多
数
心
例
1
4
1
￥
　
”
’
“
j

工
学
シ
ス
テ
ム
の
基
悪
ゴ

竃
気
回
路
・
機
械
振
動
・
外
伝
連
系
等
工
学
シ
ス
』
ｙ
穴
解
析
・
設
計
に
共
通
な
基
本
手
法
舛
説
　
　
　
宿

線
形
シ
ス
テ
ム
理
薦
基
礎
一
万

回
路
宸
現
象
及
線
形
シ
ス
こ
を
扱
う
手
法
を
数
学
式
で
平
易
に
展
開
【
ｔ
戸
回
路
虞
堆
石
】

・力。プチ制服・制帽・バ。

旗・その他

モトリシ帽子店
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　　時事問題研究の基本誌

　　　情報の整理と省力

新聞月報

創刊22年毎月10日発行250円（〒18）

前月の各紙からの主要記事のラウンド・アッブ。

いつも政治家、評論・著述家、教育者、その他

知識人の秘書となります。

学生の就珊、リポート、卒論に伝統的の強さ。

別に在外愛読者の要望にこたえて、本誌を軽２化

した海外版（280円〒別）かあります．

　鋭い問題意識と力強い主張

新聞論潮

　　　毎月20日発行200円(〒12)

　1.中央紙、ブロック紙の月間社説一覧表
内２．月間社説の流れ(ダイジェスト)

容‘３．宝要社説約80篇収録

新聞界の最･頭脳がつづる社説が世論影或に及ぽす力

はき・めf大きい．知識人の各位におすすめします。
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法
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講
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法
思
想
史
講
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法
　
学
　
講
　
義

憲
　
浪
　
講
　
義

行
政
法
講
義
上
・
下

民
浹
（
總
則
・
物
権
）
講
義

井
手
矢
崎

阿
南
虞
一

憲
村
・
高
梨
・
和
田

阿
部
・
池
田
・
田
口

成
田
・
南
・
一
部
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　　麻雀

　資生堂チェーンス１７一

白山上

高水･薬局

　懐胎(８１１)２０６４
へ

工
八
洲

二
回

以北中学豪洋大学

サービス本位の雀荘一学園より徒歩５分

　学生割引　　一時間　￥40－

　サービスタイム　１時間　￥30－I

　(AM10:00－PM5:00)

　冷暖房完備

　クラプことぶき曹祥寺●俸前

　　　ＴＥＬ(９４６)、２／２

　
四
・
．
．
方
図
研
究
心
沈
ハ
‥
は
九
日
、
午
．
賜
１
ド
ー
義
だ
と
か
『
‥
わ
れ
る
こ
り
現
実

に
ニ
ト
ー
レ
ら
‥
万
言
良
図
．
ス
約
二
祠
八
乃
申
で
い
っ
だ
い
何
が
平
帽
で
あ

ｙ
り
尺
八
／
ジ
箆
心
皐
泌
決
り
、
発
ぼ
な
ｏ
司
と
い
う
祝
い
社
会

Ｊ
…
…
・
ミ
ド
レ
ド
辰
川
り
に

７
’
バ
’
‥
占
・
ご
回
式
爪
ご
‥
―

ご
’
一
円
…
…
…
…
…
リ
、
。
Ｐ

ｔ
・
ぺ
い
’
。
に
坤
ツ
Λ
』
ｙ
Ｊ
・

・
国
回
ら
パ
－
Ｔ
ｙ
い
ア
ピ
ー
ル

ヽ
’
ゾ
ミ
ヅ
ゾ
’
ヅ
こ
み
こ

　
ぃ
　
‐
ド
ハ
ノ
、
’
一
ヾ
’
根
強
く
、
国

　
ニ
ピ
ｙ
。
｀
｝
勺
こ
闘
れ
句
‥
こ

　
づ
三
－
リ
ズ
ー
い
九
ス
バ
１
１
川

　
次
に
、
″
在
京
部
落
４
年
友
の
会
″

か
ら
ｏ
ｎ
。
頓
あ
り
、
五
月
二
日
に
部

落
大
衆
自
身
に
よ
る
解
放
○
た
め
に
友

五
月
公
判
に
向
け

出
自
に

　
ひ
き
つ
づ
き
関
東
部
落
研
究
会
地
合

の
讐
に
入
り
ｊ
ｆ
四
・
ニ
ハ

｀
ご

糾
弾
包
囲
デ
モ
を
怒
り
○
爆
発
に
よ
り

石
川
青
年
の
即
時
奪
還
を
確
認

．
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雪
ｙ
ｙ
ｒ
ｒ
Ｅ
ｙ
{
ｙ

ｙ
４
４
'
ｊ
Ｓ
ｊ

ａ
'
Ｆ
ｎ

Ｓ
'
ｙ
Ｑ
れ

．
バ
、
．
．
…
…
…
…
『
－
’
言
い
ｙ
’

ｙ
ｙ
Ｆ
』
ｙ
圈
鰯
勺
勺
．
日
石
に
『
す
一
だ
．
そ
し
て
、
矢
旧
教
育
差
引
嘔
陛
に

　
で
ノ
ノ
』
い
仁
レ
ゾ
ド
≒
≒
ハ
ベ
ド
い
・
リ
’
」
‘
’
｛
ゴ
‥
僻
一
’
．
・
い
れ
勺
て
ら
れ
る
賤
な
日
本
共
産
党
９
何
故

（短１）野村めぐみ

　
片
顧
問
圖
や
、
日
水
附
図
に
義
、
司
広
り
ゆ

が
・
り
に
フ
リ
ー
ら
知
識
を
ろ
く
に
持
ら
鳶
わ
せ

Ｕ
ｉ
４
ｙ

ｌ
村
氏
い
房
聴
券
を
優
先
的
に
得

ら
れ
た
Ｊ
は
、
う
れ
し
く
も
あ
り
、
ま
た
他
○

ワ
ら
れ
な
勺
だ
。
人
に
、
す
よ
な
い
よ
う
な
気

も
し
≒
し
か
し
無
知
汲
な
り
に
、
か
な
り
主

観
的
で
は
あ
る
が
・
冨
村
氏
の
公
判
を
肌
で
叛
じ

て
き
た
つ
も
り
で
あ
る
。

　
午
咬
二
時
傍
聴
席
に
い
く
。
時
々
一
八
・
ら
を

誓
詞
頁
が
に
ら
む
。

　
公
判
は
弁
護
人
Ｏ
タ
ワ
’
ふ
作
Ｕ
時
収
り
Ｊ
｀

べ
を
汀
な
っ
た
饗
μ
宍
し
で
の
頁
間
か
行
な

わ
れ
て
い
た
。

　
内
容
は
、
そ
の
時
な
ぜ
現
鋤
検
証
を
行
な
わ

か
っ
た
か
？
と
い
う
事
と
実
一
調
査
Ｊ
の
内

容
に
つ
い
て
の
確
認
が
主
で
あ
っ
た
。
（
私
か

傍
聴
し
で
い
た
凶
の
こ
と
で
あ
る
か
）
弁
護
闘

の
瞰
し
い
μ
及
に
、
た
じ
ろ
ぐ
警
官
（
警
官
よ

り
も
位
が
土
か
も
し
れ
な
い
が
と
に
か
く
ポ
リ

公
さ
ん
で
あ
る
・
・
・
）
に
対
し
、
中
立
で
あ
る
は

ず
の
政
判
４
た
る
森
岡
（
必
凡
て
裁
判
長
と
．
ｇ

う
０
は
や
め
た
い
。
肢
に
は
資
格
を
有
さ
な
い

か
ら
）
は
途
中
で
目
を
は
さ
み
彼
○
酉
弁
を
有

利
に
４
ひ
・
」
う
と
し
た
。
し
か
も
、
た
ひ
た
ひ

　
し
ひ
し
、
仰
浅
入
り
フ
リ
ー
の
持
別
涙
蛋

白
ツ
リ
に
ど
い
位
Ｊ
」
こ
い
う
頁
間
に
対
し

辺
計
り
に
。
誦
に
ぶ
り
云
さ
ぐ
‥
λ
に
り

は
お
ｙ
い
沢
ふ
っ
心
円
形
り
柳
眉
Ｍ
ｙ
む

を
ご
Ｉ
ぷ
つ
に
し
て
目
同
。
”
。
‐
必
ぬ
ふ
函
し
た
り

か
俣
≒
。
ゾ
。
愚
リ
ド
ベ
入
べ
し
な
か
っ
た

ペ
プ
こ
’
ツ
帽
‐
1

‐
1
…
…
Ｊ
、
一
。
‘
．
ｘ
‘
ぃ
Ｊ
ツ
Ｊ
ｔ

狭
山
差
別
裁
判
徹
底
糾
弾
集
会
で

に
お
け
る
部
落
冴
年
少
」
組
織
し
つ
つ
日

常
的
延
引
を
や
っ
て
い
き
た
い
と
０
決

意
表
明
か
な
さ
れ
た
。

ろ
う
・
。
（
し
か
し
な
か
ら
、
一
々
の
そ
の
裡
り

質
問
に
対
し
て
「
目
測
」
を
座
発
し
て
い
た
）

紋
の
職
歴
は
呈
－
五
年
だ
そ
う
で
あ
る
。
（
念

の
た
め
）

　
素
材
氏
は
大
き
な
目
を
す
え
て
一
言
７
－
を

聞
き
な
か
ら
、
小
さ
く
哭
っ
て
い
た
。
そ
の
表

情
は
、
信
念
と
匈
熟
に
あ
ふ
れ
て
い
る
よ
う
で

あ
っ
た
。
黒
く
て
太
い
ヒ
ゲ
か
、
か
な
り
の
ひ

て
い
て
、
何
と
な
く
掟
れ
て
い
る
よ
う
に
叛
し

ら
れ
た
。
が
っ
し
り
と
し
た
体
か
印
象
的
で
あ

っ
た
。
時
々
傍
聴
席
を
ほ
て
微
笑
む
傾
は
、
と

て
も
。
葱
い
こ
と
を
す
る
人
の
傾
で
は
な
か
っ

た
。
遠
く
を
見
つ
め
る
よ
う
な
目
の
中
に
、
大

き
な
怒
り
に
屑
ち
た
淋
し
げ
な
輝
を
見
た
の
は

私
の
思
い
過
ご
し
か
も
し
れ
な
い
。

　
二
時
三
十
三
分
、
残
念
で
あ
っ
た
が
、
次
り

人
と
交
代
し
た
。
つ
い
に
富
村
氏
の
声
を
回
く

こ
と
な
く
。

　
し
か
し
三
時
半
頃
だ
っ
た
ろ
う
か
、
侭
ｇ
内

で
の
ざ
わ
め
き
と
共
に
、
一
人
の
房
聴
入
か
、

ほ
う
り
出
さ
れ
る
よ
う
に
出
て
き
た
。
不
幸
に

も
異
常
事
態
は
起
っ
た
。
い
や
初
め
か
ら
計
。
幽

さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
隣
の
法
廷
内
に
は
、

三
十
名
余
り
の
警
官
隊
が
す
ぐ
に
待
機
し
で
い

た
の
だ
か
ら
、
し
か
も
機
動
隊
の
手
配
ま
で
済

ん
で
い
た
。
（
「
例
に
よ
っ
て
」
と
い
う
べ
き

か
も
し
れ
な
い
が
）

　
素
材
氏
は
、
託
人
り
発
‘
。
。
。
‥
に
対
し
て
、
抗
議

し
、
か
つ
肢
が
タ
ワ
ー
事
昨
を
起
こ
。
・
ご
ね
ば
な

ら
な
か
っ
た
か
、
と
い
う
ぷ
を
の
べ
よ
う
と
し

た
。
・
ら
し
い
。
森
岡
は
そ
○
話
が
政
自
明
内
容
に

入
る
や
否
や
発
。
・
苓
り
止
さ
せ
、
つ
・
い
に
は
Ｍ

で
権
力
を
告
発
し
闘
っ
て
き
た
こ
と
に

対
し
、
わ
れ
わ
れ
が
部
落
絶
対
解
放
り

日
ま
で
一
い
ぬ
か
ね
ぱ
な
ら
な
い
こ
と

が
確
認
さ
れ
た
。
そ
し
て
訳
出
差
別
蔵

判
の
公
文
譜
や
検
事
諭
告
を
Ｑ
で
も
明

ら
ｖ
な
ほ
に
差
別
と
仙
害
０
宅
い
立
ら

を
強
調
し
、
そ
れ
を
犯
人
で
あ
る
理
由

と
し
で
あ
げ
て
い
る
こ
と
○
差
別
性
を

大
衆
的
に
駁
貳
し
権
力
を
糾
弾
し
て
い

か
ね
ぱ
な
ら
な
い
と
○
発
Ｕ
か
あ
っ

た
。
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y
J
ら
に
口
抜
○
石
川
青
年
を
犯
人
扱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
に
し
哨
神
詣
昌
剪
定
を
受
け
さ
せ

糾
弾
し
貧
微
し
ぬ
Ｉ
い
た
こ
と
の
報
雲
二
よ
う
決
子
る
な
ど
権
力
と
・
迎
合
し
た
栽

あ
っ
た
。
ま
た
、
石
川
野
躯
が
過
去
九
一
判
闘
争
や
Ｍ
貧
○
差
な
ど
差
別
を
認
め

ヵ
年
に
渡
る
屈
辱
と
幻
害
の
堅
史
の
こ
た
ヒ
で
り
同
和
奴
原
を
徴
収
的
に
糾
弾

村
氏
を
退
廷
さ
せ
て
し
ま
っ
た
そ
う
だ
。
被
吉

の
い
な
い
裁
判
は
成
立
し
な
い
か
ら
弁
護
人
、

房
聴
人
も
退
廷
し
た
。
そ
れ
な
の
に
、
公
判
は

欠
席
裁
判
と
し
て
続
行
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で

あ
る
。
す
ぐ
に
私
た
ち
は
房
聴
を
申
し
出
た
。

森
岡
と
検
事
と
証
人
だ
け
の
密
竃
政
利
な
ん
て

余
り
に
不
法
で
あ
る
。
公
判
な
ん
だ
も
の
／
。

　
そ
れ
な
の
に
傍
聴
権
と
こ
ろ
か
、
実
力
で
私

た
ち
を
地
政
外
へ
と
追
い
出
し
て
し
ま
っ
た
。

私
た
ち
は
何
も
し
な
か
っ
た
。
十
四
人
の
傍
聴

人
か
廷
内
に
入
ろ
う
と
し
た
だ
け
で
あ
っ
た
。

公
判
の
廷
内
に
…
…
。
何
一
つ
騰
が
行
為
や
不

法
行
為
な
と
し
な
か
っ
た
。
む
し
る
。
わ
け
も

な
く
Ｍ
力
で
も
っ
て
私
た
ち
の
傍
聴
権
を
侵
害

し
た
地
蔵
側
こ
そ
資
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
っ

な
余
り
り
非
贋
さ
に
朕
が
出
る
り
を
止
め
ら
れ

な
か
っ
た
。
く
や
し
く
で
悲
し
く
て
・
・
ｉ
。

　
富
村
さ
ん
が
な
ぜ
こ
ん
な
に
必
死
で
戦
う
り

か
、
無
知
な
警
官
や
機
動
隊
は
知
ら
な
い
だ
ろ

う
。
私
の
方
か
よ
っ
ぽ
ど
ま
し
だ
わ
／
何
も

も
た
な
い
私
た
ち
を
、
そ
の
鮫
え
抜
い
た
腕
力

で
追
い
出
し
、
け
っ
た
り
、
ぷ
っ
た
り
、
の
の

し
っ
た
り
…
…
。
町
の
チ
ン
ピ
ラ
と
ち
っ
と
も

変
わ
ら
な
い
。
し
か
も
ヘ
ル
メ
″
ト
と
防
護
服

ま
で
着
こ
ん
で
…
・
・
・
／
。

　
こ
ん
な
事
か
公
然
と
、
合
流
的
と
い
う
包
ｕ

で
行
な
わ
れ
て
。
｀
い
の
だ
ろ
う
か
？
先
輩
り

方
は
？
ん
な
り
は
、
い
つ
も
よ
、
日
常
茶
飯

事
り
事
よ
」
と
い
わ
れ
た
。
そ
し
て
？
う
い

う
暁
い
が
い
つ
か
戈
を
結
ぶ
り
だ
」
と
。
そ
れ

を
革
命
と
呼
ぶ
０
か
も
し
れ
な
い
。

　
私
に
と
っ
て
記
念
す
べ
き
経
験
で
あ
っ
た
。

　
第
七
代
［
韓
国
］
天
聴
策
選
挙
か
四

月
二
十
七
口
行
わ
れ
た
か
、
朴
函
煕

（
バ
ク
・
チ
ョ
ン
ヒ
）
現
大
統
哨
は
、

第
一
賢
兄
、
新
Ｍ
党
の
全
大
中
（
キ
ム

・
デ
ジ
ュ
ン
）
を
圧
倒
的
大
差
で
敵
し

一
心
迦
し
た
。

　
結
果
は
中
央
週
管
一
日
午
後
９
時

を
関
東
の
地
に
お
い
て
闘
い
ぬ
く
こ
と

の
決
原
表
明
が
な
さ
れ
た
。

　
さ
ら
に
全
国
部
落
研
究
会
複
合
会
か

ら
十
二
月
、
一
九
月
公
判
を
闘
い
抜
く
戮

を
大
衆
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
と
○

発
言
が
あ
っ
た
。

　
ま
ぺ
支
持
共
闘
会
議
は
石
川
青
年

の
現
実
こ
そ
三
百
万
り
部
落
大
衆
の
現

実
で
あ
り
、
無
関
心
無
自
覚
な
一
般

大
衆
か
権
力
の
一
端
を
に
な
っ
て
い
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
し
又
石

川
青
年
即
時
奪
還
、
狭
山
差
別
戴
判
檄

底
糾
弾
の
も
と
に
五
月
公
判
闘
争
京
ハ

衆
的
に
闘
い
ぬ
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
り
決
意
表
明
か
あ
り
、
そ
の

・
具
体
的
行
動
と
し
て
百
万
人
著
名
運
動

が
提
起
さ
れ
た
。

§

－

ｌポ

六
Ｑ
‥
）
三
Ｑ
八
二
訊

五
〇
．
竺
二
三
一
京

（
４
／
2
9
朔
日
新
聞
）

で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
9
5
万
蔡

も
の
差
を
つ
け
て
三
岩
し
た
朴
は
、
李

承
呪
時
代
を
越
す
侵
明
政
権
を
「
韓

国
」
史
上
初
め
て
確
立
し
た
こ
と
に
な

る
。

　
大
統
値
遇
に
お
い
て
拾
は
、
自
ら
○

膨
大
な
財
政
力
と
組
織
力
に
よ
っ
て
、

一
挙
運
動
を
展
開
し
、
↓
今
度
が
最

後
。
」
「
三
浦
僥
は
後
継
者
育
成
に
努

め
る
」
あ
る
い
は
、
北
部
朝
鮮
を
中
心

と
す
る
共
産
圏
○
″
危
険
性
″
を
強
一

五
・
一
九
沖
縄
ゼ
ネ
ス
ト
に
連
帯
し

相
次
い
で
ス
ト
権
を
確
立

　
法
学
４
自
・
沢
穴
吊
Ｍ
Ｊ
Ｎ
長
）
と
．
９
學
ぷ
自
治
公
（
山
崎
吸
口
ｋ
）
は
、
五
Ｕ
十
七
日
と
ａ
川
十
九
Ｕ
そ
れ
ぞ

れ
火
消
堂
で
学
生
組
会
を
開
き
、
７
二
九
沖
．
一
全
μ
ゼ
ネ
ス
ト
し
に
一
帯
し
．
刄
冲
伺
「
返
這
」
ｓ
・
一
心
Ｊ
ｍ
隔
止

の
ス
ト
ラ
イ
キ
．
を
五
月
十
九
口
打
ち
仮
く
こ
と
を
吹
’
｀
し
た
．
．
五
月
中
九
日
に
は
『
午
前
十
:
Q
'
r
‐
s
y
f

t
W
9

の
そ
れ
ぞ
れ
の
目
白
会
は
二
り
館
前
で
「
五
・
一
九
冲
祠
ゼ
ネ
ス
ト
泌
帯
」
の
集
会
を
同
さ
、
愕
宸
尨
大
ぶ
一
ｊ

え
、
実
力
で
ス
ト
ラ
イ
キ
を
叫
價
す
る
こ
め
Ｉ
り
飼
辰
り
止
門
を
バ
リ
ケ
ー
ド
で
封
鯛
し
た
．
な
ね
、
社
会
’
．
’
．
ぶ
目
ｕ

会
も
同
時
刻
‐
ｈ
号
館
前
を
バ
リ
ケ
ー
ド
封
臍
し
た
．
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バ
ー
．
こ
Ｉ
に
ム
・
／
－
ノ
ド
ノ
す
入
民
勺
守
丿
公
い
べ
吹
哨
戒
闘

争
ｏ
肺
．
囲
げ
…
…
…
］
ゝ
、
賜
心
的
に
麿
刄
を
変
え
よ
う
こ
し
て
い

ｓ
。
１
‘
に
リ
∵
、
ｊ
ゞ
リ
言
応
Ｔ
佩
刀
搾
取
と
抑
圧
蝸
卜
に

苫
し
ハ
に
バ
た
６
‐
勺
Ｈ
辱
い
ド
々
か
ら
、
明
確
に
解
放
の
捲
叫

ひ
久
少
．
デ
、
発
県
六
ぶ
一
呼
し
つ
づ
け
で
い
る
の
で
あ
勺

咬
痢
ヴ
に
・
ナ
ム
・
ズ
ド
シ
ナ
ヘ
民
円
闘
い
は
文
字
ど
お

り
、
ア
こ
ふ
癩
に
刃
や
希
・
ア
系
詣
へ
勺
決
起
を
呼
ひ
起
こ

し
た
ご
ご
て
リ
々
、
ア
メ
リ
カ
φ
国
恥
義
０
喉
元
に
ざ
し
迫
る

否
丿
狗
ぺ
恥
『
弊
心
筝
ぺ
、
い
大
な
男
働
洒
国
家
中
国
、
押
し

ク
タ
め
・
い
≒
申
息
衝
指
‐
‥
斤
吊
困
ア
ジ
ア
妬
心
引
エ
ネ
Ｌ
Ｌ
ギ

　
サ
ン
ケ
ノ
ー
斬
闘
れ
月
犬
汀
り
は
、
一

イ
ン
ド
シ
サ
状
勢
を
巡
’
ぺ
北
部
ベ
ト
ー

ナ
ム
、
中
国
、
ソ
辿
否
Ｍ
家
の
動
き
一

を
次
回
・
植
に
伝
え
て
い
湾
　
　
一

　
　
　
　
゛
『
ｊ
ｊ
　
－
Ｉ
″
―
『
ン
ー
ー
ヘ
’
』
゛
－
’
゛
－
７
ψ
゛
’
』
″
一
／
／
　

祭
ツ
蔽
は
り
く
も
四
月
。
ト
九
日
ハ
‐
‐
‐
。
－
。
。
。
。
ス
。
帰
．
ｒ
．
－
で
。
士

Ｌ
・
．
ン
．
ア
ン
弟
一
べ
心
的
対
ソ
淵
・

『
Ｌ
・
‘
ヽ
で
ア
ン
ペ
ト
ナ
ム
泌
ｒ
銭
和
゛
・
ズ
ィ
・
チ
ン
外
相
ら
・
ご
搦
４
し
た
。

Ｉ
Ｍ
９
１
‐
‐
９
!
'
９
'

１
ｒ
７
"
ｉ
!
１
ｆ
ｌ
'
ｙ
Ｓ
４
１
‐
．
．
っ
て
い
こ
．
″
‐
一
吊
．
う
Ｉ
度

ｈ

岬
悦
て
ド
ベ
レ
こ
う
．
Ｊ
。
い
圧
≒
昨
年
卜
月
鳴
か
Ｉ
ら
シ
し
ず
つ
変

－ ＝ = = = －

'
‐
y

t
i
i
＠
4
Q
と
し
じ
、
申
国
を
も
動
詞
し
て
い
く
。

ま
さ
に
ヴ
Ｊ
ト
ナ
ム
・
イ
ン
ド
シ
ナ
人
民
の
秘
教
解
放
闘
争
は
、

一
入
に
押
し
と
ロ
あ
ら
れ
し
、
革
命
ｏ
火
を
引
き
ず
り
出
し
、
民

衆
い
ア
ジ
ア
の
建
設
に
向
け
、
怒
持
い
・
ご
と
く
進
撃
し
て
い
夭

街
枇
者
匯
家
中
泌
は
劃
き
出
し
こ
り
呪
ｋ
集
同
企
。
匯
ｇ
は
今
回

タ
ベ
回
・
回
目
に
わ
け
Ｉ
、
ヴ
Ｊ
ト
ナ
ム
・
イ
ン
ド
シ
ナ
ム
民
り

民
政
解
放
闘
争
に
動
詞
さ
れ
て
い
く
申
図
％
F
J
y

F
1
4
S

￥
と
ほ
い
か
な
る
も
の
な
の
ｙ

ｇ
Ｃ
ｉ
５
４
１
影
瞑
こ
政
治
的
性

｛
２
７
Ｓ
ｙ

４
ｔ
Ｑ
Ｉ
Ｅ
;
中
７
・
明
ら
７
に
し
で
ゆ
き
ち
い

”
々
ぷ
。
｛
盛
業
局
企
畢
部
｝

一
ノ
ー
″
／
ぶ
ｔ
ｔ
／
♂
』
／
リ
Ｘ
Ｊ
Ｉ
－
ｙ
Ｊ
ｊ
／
－
つ
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

云
一
席
代
表
臓
こ
の
口
唄
白
十
一
懸
ご
／
ぐ
と
’
し
八
万
｀
―
・
’
凪

ｊ
．
・
。
ぺ
ｊ

　
r
～
｡
j
.
'
4
.
r
･
S
I
'
r
S
Z
S
＆
S
S
‐
y
¥
｢
’
Ｍ
ジ
ン
ジ
ご
Ｊ
／
’
ト
ヅ
こ
一
ド
町

犬
く
‥
ｊ
岬
Ｊ
、
ズ
バ
ド
ノ
ー
万
１
嘔

ノ
（
）
宅
べ
こ
ｔ
ｇ
ｙ

Ｎ
７
ノ
吠

…
…
帰
心
欄
ヤ
厄
前
し
こ
詩
・
．
ぅ
．
噺

に
昌
ム
？
‥
こ
い
ー
、
ド
ｙ
≒
・

き
な
安
ら
宍
　
　
　
　
　
一
拍
｀
‐
瓦
巾
入
り
し
ぃ
．
Ｌ
・
ジ
．
ア
ヽ

　
も
う
▽
ｊ
政
Ｅ
￥
図
″
に
鴎
溥
し
6

1
1
;
i
t
‘

M
’
J
5
j
!
j
巾
に
応
こ
、

‥ ‥ -

硯
ぃ
・
話
し
臼
い
乃
対
匁
に
し
．
‐
７
り
’
．
’
．

新
Ｓ
７
爾
・
り
万
に
し
た
．
そ
れ
ま
で

北
幽
ａ
７
ぞ
ぷ
蔽
只
自
制
一
心
刃

ふ
言
‰
ｙ
、
考
‘
卜
ｌ
し
ご
万
j
1

1
.
’

ｊ
。
一
カ
ん
考
’
弓
１
＆
９

４
’
こ
で
λ
参

い
卿
こ
こ
と
う
加
配
し
Ｅ
ｒ
‐

４

八
φ
Ｉ
ひ
Ｉ
巡
知
力
そ
才
ｉ
４
い
に

ぶ
労
働
党
男
一
河
．
心
は
、
ソ
池
原
汗
中
、
一
．
バ
リ
公
抜
う
ス
ア
ン
ー
ト
イ
北
ベ
ト
ナ
八

リ
で
あ
い
わ
れ
侃
モ
ス
ク
ワ
に
飛
ん

だ
Ｌ
・
ヅ
≒
ア
ン
第
一
書
記
や
″
こ
ン

一 一 一 一 一 一

Λ
‐
‐
八
’
‐
‐
‐
‐
ト
回
レ
ー
一
－
、
い

が
り
．
に
こ
れ
ご
．
ふ
ら
れ
る
北
側
．
ご

し
．
’
に
、
当
然
い
と
こ
｀
ぃ
〃
り
し
れ
な

拓
｀
‐
瓦
巾
入
り
し
ぃ
．
Ｌ
・
ジ
．
ご
犬

男
擢
£
は
、
ご
ん
？
ｄ
ゆ
に
応
こ
、
一

1 ﾐ !

が
凱
剔
い
副
い
づ

’
・
‰
シ
…
…
…
い

指
一 一
Ｅ

、‘
。
」…
ゝ
…
‥
’
乖
”
↑
’

］
匹
‘ 」
１ １１
’ 一
１‐
’
に
に
こ
１
‐
｀
‘
Ｊ
ｙ
ゝ
』
’
り
ヽ
Ｓ
ご

≒
ソ
池
に
い
Ｊ
新
し
い
国
司
μ
‥
’
小
・
心
訟
．
一
八
な
≒
”
‘
…
…
一
り
な
に
わ
り
こ
な
い
こ
弓
矢
こ
の
Ｉ
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ｊ
ｓ
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ｌ
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ま

1 1

1 ム

Ｉ
Ｉ
Ｕ
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－
Ｓ
丿
μ
り
、
『
↑
・
－
　
　
″
ｒ
　
Ｌ
ｊ
ｌ
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ｌ

ｒ
ｌ
ｌ
｀
－
ト
ー
　
り
ｙ
、
―

’
、

』心
　
　

』

気
　
一

．
－
Ｌ
　
・
べ
ｊ
ｓ
一
　
s
s

l
s
l
s
l
1
1
1
~
I
　
‐
l
’
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一
一
‐
=
i
l
t
.
=
f
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【
ｍ
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Ｊ
　
二
万
い
　
…
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.
I
I
.
.
j
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:
1
1
:
'
:
l
u
‐
:
F
1
2
E
4
4
'
!
!
y
i
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、
マ
イ

　
　
　
一
一
一
角

　
・
！
．
．
・
ら

｀
’
こ
一
’
．
‥
．
‘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
点
し
’
い
痢
い
で
白
刃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ
ろ
ら
、
ア
．
ヽ
ノ
ア
植
民
地
氏
族
解
放
一

　
　
　
　
ｙ
い
い
．
ノ
ド
≒
幌
‥
、
詞
妬
撤
去
、
栄
軍
政
打
倒

1
.
M
I
‐
'
R
I
=
r
:
;
1
1
'
=
‐
.
‘
y
17
1
ぐ
’
‐
・
蜃
賜
す
、
Ｊ
沖
躇
本
土
復
帰
闘
争
を

Ｉ
Ｉ
一

ぐ
’
そ
い
i
M
S
＆
｝
y

R
i
i
i

‐
冰
ら
際
史
げ
登
で
‘
‘
ほ
Ｉ
い
婬
に
し
て
い

ｙ
ｊ
６
ら
わ
ｎ
、
Ｉ
Ｊ
Ｊ
同
丿
周
恩
来
湾
桁

い
ハ
ノ
イ
Ｊ
問
で
は
、
政
一
解
決
の
が

ち
・
。
ｙ
ｆ
放
吟
一
７
・
心
口
砦
、
令
。
『

４
扱
い
唯
一
〇
殖
一
白
は
っ
き
り

ぶ
四
・
ご
で
／
に
、
漣
胤
う
刺
同
な

吋
。
大
破
。
り
リ
始
ま
。
て
い
る
。
中
国
が

。
。
、
。
。
。
弔
卵
。
泌
じ
Ｉ
硬
路
吋
言
弓

1
'
‘
!
'

‐
i
g
Q
1
1
1
‘
｡
'
1
1
･
M
'
g
=
1

‐
'
1
1
‐
t
“
.
1
1
f
…
こ

９

‐
;
ｉＥ
。
。
・
、
‘
ｉ
７
に
冲
馮
辺
呉
民
Ｅ
７
こ
込
高
こ

ｙ
浹
ご
誤

－
－

．

ｌ
　

ｊ

゛
ｌ
　
ｊ
一
　
ｌ
　
ｆ
、

　
匈
’
;
４
｡

‐
‐
ｔ

。
７
=
Ｈ
ｊ
;

‐
＆
･
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１
。
’
六
U
i

　
１
１
１

Ｓ
Ｍ

“
Ｓ
Ｉ
ｌ
ｓ
ｌ
　
ｒ
ｌ
一
一

｜

ｊ
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お

I ; l k ･ 1
j i ，

そ
ろ
う
と
し
て
も
、
と
○
問
題
を
め
ぐ

ゥ
て
し
の
ぎ
を
け
ず
る
中
ソ
両
国
○
主

導
権
争
い
は
激
化
こ
そ
す
れ
弱
り
そ
う

も
な
い
現
実
だ
。
ソ
巡
か
Ｌ
・
ジ
｀
ア

ン
第
一
書
記
を
″
四
十
四
日
″
の
長
期

に
わ
た
っ
て
引
き
と
め
て
い
た
の
も
、

煮
４
凋
整
か
難
航
し
た
か
ら
と
い
う
よ

り
、
そ
り
″
暦
伍
り
長
さ
″
に
よ
づ
て

ソ
唾
の
影
響
力
の
蒙
さ
牙
浦
添
す
る
０

か
ネ
フ
イ
だ
っ
た
と
い
う
兇
方
も
出
て

い
る
。

　
十
一
日
夜
、
同
首
相
ら
の
歓
迎
妄
に

田
だ
Ｌ
・
ジ
Ｊ
ア
ン
第
一
書
記
は
『
イ

ン
ド
シ
ナ
人
馮
が
￥
漕
国
主
義
を
追
い

田
す
に
め
に
は
、
ベ
ト
ナ
ム
、
中
国
画

党
幻
意
見
の
一
敗
こ
そ
大
少
な
要
素
な

の
だ
心
と
、
わ
ざ
わ
ざ
葱
ほ
一
致
の
必

嬰
を
訴
え
応
。
だ
ま
っ
で
北
ベ
ト
ナ
ム

の
立
場
を
０
ん
で
欲
し
い
、
・
と
暗
に
呼

ひ
か
け
た
の
か
も
レ
れ
な
い
。

　
Ｌ
．
ジ
ー
デ
ン
弟
一
赳
記
・
の
中
国
訪

間
が
終
れ
４
、
ハ
ノ
イ
は
、
ソ
恵
、
中

ぶ
と
力
一
慢
を
Ｓ
Ｊ
す
る
こ
と
に
な
り

唆
産
浦
は
あ
ら
な
め
て
イ
ン
ド
シ
ナ
政

治
一
決
に
向
っ
て
大
き
く
勁
き
だ
す
こ

ヒ
に
な
５
で
あ
ろ
う
。
（
サ
ン
ケ
イ
新

l
‐
.
a
7
1
9
!
r
f

t
S
I

‐

S
3
1
）

　
ほ
よ
、
イ
ン
ド
シ
ナ
状
勢
鳶
２
一
’
一

国
○
動
き
を
プ
ル
ジ
″
ア
ジ
で
Ｉ
ナ
リ

ズ
ム
い
一
朗
か
ら
Ｑ
ｔ
わ
け
で
あ
る
か
、

珊
巡
う
申
ぶ
の
「
卓
球
外
交
’
一
を
始
め

と
タ
る
釆
漕
国
主
義
へ
の
平
和
攻
『

「
‥
口
中
国
交
回
復
」
運
動
を
中
心
と
す

る
日
本
帝
Ｉ
主
義
へ
の
平
和
攻
勢
と
甲

国
の
動
向
は
世
界
の
注
目
を
浴
ぴ
て
い

・
司　

一
方
、
申
刳
共
同
声
明
に
見
ら
れ
る

鋭
い
米
所
国
主
義
批
判
そ
し
て
「
日
本

軍
国
主
義
」
批
判
か
お
こ
な
わ
れ
た
。

　
擦
史
的
に
柔
軟
、
強
硬
と
二
・
つ
の
路

蝸
を
ジ
グ
ザ
グ
し
て
と
る
、
中
国
や
ソ

港
等
り
「
労
一
所
国
家
」
と
は
一
体
何

で
乃
つ
う
か
。

な
い
で
あ
ろ
！

　
一
九
一
七
年
ロ
シ
ア
十
一
月
弟
命
の

・
利
は
、
世
界
史
的
に
新
た
な
二
重
権

力
状
況
を
つ
く
り
出
し
た
。
第
一
次
帝

ぼ
主
義
戦
学
齢
の
英
希
ｌ
ｔ
’
義
の
世
界

を
一
一
則
に
支
配
じ
で
い
た
時
代
か
ら

第
二
次
帝
国
主
義
戦
争
へ
と
全
る
、
戻

｜
過
渡
期
を
ぬ
っ
で
ロ
シ
ア
申
一
月
革
命

は
聊
利
レ
こ

　
こ
の
こ
と
は
、
世
界
史
が
、
労
働
者

晒
級
と
資
本
￥
り
対
立
○
矛
盾
や
、
あ

る
い
は
ま
た
帝
国
主
義
闇
の
矛
尨
と
し

て
祭
祀
し
て
い
た
時
代
か
Ｑ
．
労
聯
者

国
家
と
。
’
狛
国
主
我
国
家
と
し
て
の
新
し

い
対
立
奢
向
え
謙
と
し
た
時
代
で
あ
り

金
柑
界
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
永
久
革

命
の
根
拠
地
と
し
て
位
一
づ
こ
う
と
し

た
時
代
で
あ
る
。

　
こ
の
ロ
シ
ア
十
一
月
革
命
の
堅
史
的

跨
響
は
、
そ
れ
以
降
世
界
に
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
ー
ト
０
決
ｇ
を
う
な
か
し
た
。
一

兵
の
扇
動
9
S
M
I
￥
S
S
a
E

環
、
十
一
月
ベ
ル
リ
ン
の
武
装
蜂
起
と

ド
イ
ツ
革
命
が
起
こ
り
、
ま
た
一
九
一

九
年
に
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
０
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
革
命
が
起
っ
た
。

　
こ
の
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー

ト
の
蜂
超
と
同
じ
時
期
に
、
ア
？
ア
民

衆
の
反
帝
国
主
義
的
民
族
解
放
闘
争
も

　
倒
的
に
｛
揚
し
た
。
一
九
一
九
年
の

匹

鮮
半
島
に
お
け
る
旧
日
本
帝
国
主
義

に
対
す
る
反
乱
Ｕ
３
・
ｌ
独
立
乃
７
蜂

ｇ
そ
し
て
、
中
国
に
お
け
る
６
・
４
運

動
、
一
九
二
Ｉ
年
○
中
国
共
産
党
り
創

立
と
、
ロ
シ
ア
革
命
は
深
く
そ
の
根
を

お
ろ
し
は
じ
め
て
い
た
。

中国の゛平和攻勢に,見る

　　労働者国家の

歴史的形成と政治的性格

九
一
八
年
一
月
か
ら
二
月
に
か
け
で
こ

の
ベ
ル
リ
ン
労
働
者
五
十
万
の
ゼ
ネ
ス

ト
及
ひ
各
地
の
玖
冶
ス
ト
、
十
月
ウ
イ

ル
ヘ
非
ム
ス
ハ
ー
フ
エ
ン
と
キ
ー
ル
水

ヅ
副
司
招
Ｔ
以
ｙ
Ｕ
わ
ん
ご
し
、
決
な
ワ
ク
内
に
、
壽
還
せ
ん
と
す
る
部
分
に
対
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‐
よ
り
拡
ｙ
ｔ
ぬ
な
Ｉ
ソ
．
ゐ
そ

　
　
　
　
　
　
【
ｍ
】

F
y
l
‐
｡
‐
1
1
1
2
」
.
j
9
1
‘
i
i
j
l
i
l
･
＆
l
l
＆
」

｛
汲
…
'
i
i
;
‘
1

7

4
2
'

i
i
'
1
'
‘
g
l
l
i

Ｉ
Ｉ
に
　
ス
り
に
兄
い
八

し
て
は
断
凶
た
Ｉ
心
批
判
と
Ｗ
か
い
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
映
ら
ｏ
ｒ
観
同
な
沖
縄
闘

争
論
な
ど
は
冲
祠
労
農
民
衆
０
攻
勢
的
な
反

米
ぱ
延
池
爽
争
に
昿
っ
て
吹
き
飛
ん
で
し
よ

う
こ
と
は
時
間
り
間
際
で
あ
る
。

　
沖
哺
労
興
民
鳶
り
宴
反
拓
地
闘
争
、
新

円
支
持
、
沖
縄
人
民
に
無
条
件
０
自
決
権
を

と
し
一
よ
土
呻
胃
闘
争
ふ
一
敏
し
、
闘
い
抜

ワ
Ｕ
ぱ
な
・
り
な
い
。

　
沖
畷
労
農
瓜
素
の
闘
い
は
開
始
さ
れ
ベ

ー
九
・
一
九
聚
局
ゼ
ネ
ス
ト
ぱ
沖
縄
現
地
に
お

い
。
ぺ
同
に
う
に
準
一
さ
ハ
闘
い
抜
か
れ
よ

→上←

一 一 一 一

　
だ
か
こ
り
こ
と
よ
り
も
脚
に
Ｉ
要
な

こ
と
は
、
当
時
ア
メ
リ
カ
大
統
．
領
ウ
イ

ル
ソ
ン
の
唱
導
し
た
平
和
主
義
が
世
界

を
風
ひ
し
、
社
会
民
主
主
義
は
、
「
八

月
四
日
」
の
裏
切
り
（
一
九
一
四
年
八

月
四
日
、
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
か
、
ド

イ
ツ
国
会
で
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
戦
争

予
算
に
飼
塙
投
票
し
、
国
際
主
義
を
裏

勇
っ
た
こ
と
）
金
蘭
か
む
り
し
で
、

イ
ル
ソ
ン
の
平
和
主
義
に
追
従
し
、

ニ
イ
ン
タ
ー
才
ソ
’
ナ
ル
を
旧
い
、

ウ第随

ル

汁
ザ
ハ
民
八
一
認
一
節
な
ご
・
こ
ろ
で
う
と
し
で
い
．
心
．
全
軍
労
已
一
．
百
、
五
・

ぷ
ぶ
て
ぺ
ぞ
い
に
．
ｑ
し
．
、
わ
れ
わ
一
代
二
四
時
一
価
．
向
ス
ト
ラ
イ
キ
を
決
疋

　
衝
｀
心
じ
り
Ｔ
・
。
ｙ
戦
し
ｙ
ぃ
わ
に
な
し
ぺ
ふ
ぺ
厦
纒
ｓ
は
五
月
一
四
日
、
二

’
レ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
乃
？
り
ぃ
白
角
切
涵
ハ
ケ
ン
を
決
定
し

い
た
こ
と
に
恂
し
、
レ
ー
ニ
ン
が
、
こ

・
り
二
つ
の
．
反
動
的
運
動
に
徹
底
的
に
反

対
を
．
表
明
し
、
各
国
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

前
衛
を
単
一
の
革
命
的
前
衛
に
組
織
し

よ
う
と
し
た
こ
と
で
あ
る
．

　
ウ
イ
ル
ソ
ン
り
欽
一
的
な
平
和
主
義

と
国
際
座
照
男
の
イ
ル
ー
ジ
、
ン
の
反

動
転
は
、
完
膚
な
き
ま
で
に
新
鮮
さ
れ

‐
･
c
.
9
“
1
r
‐
‐
.
’.
I
M
‐
！
1

1
.
’
1
1
1
1
s
『
『
ト
ハ
レ
ご
づ
予
ツ
ハ
ト
・
ブ
ふ
ー
し
で
Ｉ
　
か
ひ
る
抑
哺
現
知
哨
勢
○
こ
テ
ノ
ホ
な
匙

七
入
び
に
．
リ
と
．
‘
Ｓ
ｆ
兪
こ
し
』
に
り
洒
い
扱
政
／
ｈ
・
月
一
九
日
、
沖
乾
返
還
Ｉ
定
脚
圓
に
対
し
、
釘
抜
的
に
泌
悟
し
う
、
Ｊ
闘
争
を

ｌ
‐
‐
ゾ
勺
こ
九
’
ク
’
れ
バ
ス
万
両
阻
口
い
・
や
ハ
ゼ
承
．
ツ
ル
ス
ト
フ
イ
キ
を
李
構
築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．

：

し
Ｒ

ばＲ

　
わ
ら
わ
れ
に
こ
勺
肖
心
気
冲
哩
り
こ
こ

に
に
本
人
ぱ
口
を
削
１
な
」
と
．
ｇ
・
。
光
畠
村

恥
で
ん
ご
ｉ
を
思
い
瓦
さ
ね
ば
な
ら
な

い
こ
屁
入
江
○
目
口
決
定
に
よ
る
返
還
ｉ

回
ぶ
‘
凋
≒
氏
に
無
条
件
０
自
治
、
自
決
権

き
こ
ヅ
エ
沖
蜀
闘
争
ｏ
兆
し
を
再
度
債

認
ズ

ぱ
Eﾐ

　
≒
．
‐
‐
‐
陣
・
一
返
還
粉
砕
七
づ
．
Ｊ
分
は
冲

琴
高
．
題
外
だ
と
し
て
靫
白
白
ｏ
観
念
的

　
沖
縄
労
臍
民
衆
・
い
熟
い
雄
だ
μ
ひ
を
。
車
上

に
持
ち
こ
み
、
沖
舗
返
還
座
定
調
印
を
阻
止

す
る
闘
い
を
外
務
酉
・
総
理
府
に
向
け
圧
倒

的
な
調
印
阻
止
の
悶
や
隊
伍
を
構
築
し
な
り

れ
ぱ
な
・
ら
な
い
。

　
東
洋
大
全
７
友
は
、
ク
ー
ツ
ス
、
サ
ー
ク
ル

の
ス
ト
決
議
を
も
っ
て
、
五
二
九
、
五
・

一
。
ｑ
穴
・
。
。
０
嘸
統
闘
争
。
胎
返
趨
協
疋
廟

印
剔
出
と
し
泌
扁
い
復
か
な
け
れ
ぽ
な
ら
な

い
。

１

１

う
。
一
度
権
力
を
握
っ
た
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
ー
ト
咳
革
命
を
プ
ル
ジ
’
ア
民
主

主
義
明
綱
策
の
限
界
内
に
お
し
と
ｆ
妬

る
こ
と
を
欲
し
な
い
ば
か
り
か
、
そ
う

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
ロ
シ
ア
・
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
は
、

ロ
シ
ア
革
南
が
ヨ
ー
ロ
ッ
バ
ブ
ロ
レ
タ

リ
ア
ー
ト
の
革
命
に
転
叱
さ
れ
る
場
合

の
み
、
革
命
を
そ
り
目
標
に
向
。
っ
刄

推
し
鼎
め
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
時
、
革

自
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
的
性
格
は

そ
の
国
民
的
限
界
と
と
も
に
払
拭
さ
れ

ロ
シ
ア
労
働
渦
階
級
○
一
時
的
な
政
治

支
配
は
、
永
続
的
な
社
会
主
義
独
欽
へ

と
発
喊
す
る
で
あ
ろ
う
。
疏
に
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
か
無
気
力
○
ま
ま
、
と
と
ま
・
．
Ｑ
な

ら
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
反
革
命
は
、
ロ
シ
ア

旬
労
大
衆
の
政
府
牙
容
赦
し
な
い
で
あ

ろ
う
し
、
国
家
を
後
方
へ
、
民
主
主
義

的
な
労
働
者
農
民
の
共
和
国
よ
り
も
、

は
る
か
後
方
へ
’
投
げ
柘
兄
す
で
あ
ろ

う
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
い
っ
た
ん
微
力
を

握
っ
た
ら
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
は
、

ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
の
限
界
を
吻
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
は
永
続
革
命

の
戦
術
を
採
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
す
ｆ
’
わ
ち
、
そ
れ
は
、
社
会
民
主

党
の
最
大
限
綱
順
と
最
小
限
綱
艇
と
の

闇
Q
S
S
S
M
4
2
y

l
塵
撒
廓
的

な
社
会
改
革
を
推
し
葱
め
、
西
ヨ
ー
ロ

″
パ
の
革
命
に
直
接
か
つ
緊
急
の
Ｉ
支
持

を
求
め
ね
ば
な
巳
（
（
一
九
〇
五
年

結
果
と
肢
望
に
ト
ロ
ツ
キ
ー
）
で
あ
っ

た
。

　
だ
が
、
ソ
座
高
労
働
者
国
家
も
、
第

一
｀
一
。
一
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
。
ナ
ル
も
、
ポ
ル
シ

ェ
ヴ
４
キ
も
勝
利
に
よ
っ
て
、
猷
史
的

狛
啖
の
絶
対
り
ｉ
酒
と
な
る
こ
と
が

で
き
ず
変
に
り
法
則
を
ま
ぬ
か
れ
る
こ

と
は
で
き
な
司
仁
。

ソ
ピ
ィ
エ
ト
・
テ
ル
ミ
ド
ー
ル

　
　
‘
の
歴
史
的
背
景

レ
ー
ニ
ン
ｇ

ｒ
ｌ
Ｑ
ｌ
ｙ

ｈ
ｌ
Ｓ
ｉ
ｌ

ど
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
約
款
」
、
ト
ロ
ツ
キ

ー
の
「
世
界
‐
い
・
衝
動
者
に
対
す
る
共
産

主
義
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
」
ナ
ル
S
￥
g
」

と
い
う
徹
底
的
に
戦
闘
的
な
テ
ー
ゼ
か

採
択
さ
れ
、
改
良
主
義
と
プ
チ
ブ
ル
平

剔
主
義
と
り
欽
一
に
対
し
て
一
争
か
集

中
さ
れ
ち

　
こ
の
・
顧
慮
‐
1
:
４
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
。
・
ナ

ル
（
第
一
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ー
。
ナ
ル
）
の

ｕ
シ
ア
十
一
月
賢
ｙ
そ
ｏ
粳
。
の
世
鯉

的
発
涯
に
関
す
る
￥
軸
は
『
革
命
は
そ

の
最
初
い
任
務
に
り
い
て
は
、
プ
ル
ツ

ａ
ア
革
命
と
し
で
始
ま
っ
た
と
し
て
も

や
か
で
圈
も
な
く
、
張
力
な
賄
厭
闘
争

を
呼
び
起
し
、
被
抑
圧
大
衆
の
匁
礪
に

立
つ
こ
と
り
て
き
る
唯
心
階
級
、
す

な
わ
ら
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
手
に
微

力
が
移
行
す
る
！
芒
の
み
、
最
終
的

一 一 一 -

　
革
命
ロ
シ
ア
は
、
一
九
一
ヌ
年
頃
ま

で
、
第
一
次
帝
国
主
義
戦
争
に
よ
る
ド

イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
両
帝
国
主
義
の
崩
壊

と
、
労
働
者
、
農
民
の
軍
事
性
に
慧
く

ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
、
日
本
、
イ
ギ

リ
ス
寺
の
外
畢
。
渉
軍
の
排
除
を
通
じ

て
維
持
さ
れ
よ
う
と
し
た
。

　
だ
が
『
ポ
ル
シ
ヱ
ビ
ィ
キ
指
導
酒
た

ち
が
敏
速
な
援
助
を
当
に
し
て
い
た
、

国
際
革
命
に
於
け
る
非
常
な
遅
延
は
、

ソ
泌
邦
に
祠
り
し
れ
な
い
鯖
困
難
を
作

り
田
し
た
が
、
し
か
し
ま
た
そ
の
内
的

な
力
や
資
力
を
も
あ
ら
わ
に
し
た
。
』

『
レ
ー
ニ
ン
に
よ
る
問
題
の
定
式
化
－

疹
が
勝
つ
か
？
１
は
、
一
方
ソ
連
邦
と

世
界
の
革
命
的
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
、

池
原
国
際
資
本
と
、
ソ
悳
部
内
の
敵

対
的
勢
力
と
り
哺
の
力
の
相
互
関
係
の

間
題
で
あ
る
。
ソ
唾
邦
の
経
一
同
成
功

は
、
日
収
を
強
叱
し
、
迪
ん
で
武
装
し

そ
し
て
必
要
な
嚇
合
に
は
、
退
い
て
待

つ
、
饗
す
る
に
も
ち
『
こ
た
え
る
こ
と
か

で
き
る
よ
う
に
し
た
。
だ
が
、
農
が
勝

つ
か
と
い
う
問
題
の
木
質
は
１
軍
事
的

な
も
の
ぱ
か
り
で
な
ぺ
そ
れ
以
上
に

経
済
問
題
と
し
て
、
世
界
的
規
模
で
ソ

１

｜

に
な
ら
ぬ
ほ
ど
大
き
な
忿
映
で
あ
ろ

う
。
西
欧
傾
国
０
一
つ
に
於
け
る
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
勝
利
は
、
も
ち
ろ
ん

‘
・
駐
ち
に
か
・
つ
急
激
に
力
開
拓
を
一
転
せ

し
め
る
だ
ろ
う
。
だ
が
ソ
唾
邦
か
孤
立

に
と
と
ま
っ
て
い
る
限
り
、
そ
し
て
そ

れ
よ
り
悪
い
こ
と
は
、
退
却
を
こ
う
む

り
慢
走
を
つ
つ
け
る
限
り
、
ソ
ヴ
ィ
エ

ト
構
造
の
力
Ｓ
ｙ

ｉ
ｙ

ｉ
働
の
生

産
性
に
よ
っ
て
糾
ら
れ
見
そ
し
て
そ

れ
は
市
場
経
済
の
下
で
は
、
生
廃
貨
と

価
格
口
体
に
於
い
て
表
現
さ
れ
る
』

ハ
ト
ロ
。
キ
大
喪
切
ら
れ
た
革
命
」
）

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
様
に
。
山
一
九
｝
九

年
か
ら
二
五
年
ま
で
の
ド
イ
ツ
革
命
の

敗
北
を
甲
心
軸
に
於
く
、
ヨ
ー
ロ
’
バ

革
命
の
遅
延
ｉ
帝
国
主
義
の
一
時
的
安

定
そ
し
て
、
②
ロ
シ
ア
の
一
史
朗
な
経

済
的
、
文
叱
的
恢
乾
性
、
一
八
年
か
ら

二
十
年
の
内
戦
に
よ
る
菱
４
な
ロ
シ
ア

フ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
り
旅
少
と
い
う
中

で
、
ロ
シ
ア
革
命
は
苓
ｙ
Ｑ
．
二
三
年

か
ら
二
八
年
０
ソ
ビ
ィ
エ
ト
テ
ル
ミ
ド

ー
ル
と
呼
ぱ
れ
る
、
ス
タ
ー
リ
ニ
ス
ト

4
i
g
S
S
4
J
r
S

I
S
I

¥
9
堕

落
」
が
表
わ
れ
は
し
め
る
。

　
こ
れ
は
一
史
的
に
は
ス
タ
ー
リ
ニ
ス

ト
Ｍ
僚
り
ポ
ナ
バ
ル
チ
ズ
ム
的
強
権
叉

配
体
制
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
（
革
命
の

同
一
と
し
て
の
ポ
ナ
バ
ル
チ
ズ
ム
と
フ

ァ
シ
ズ
ム
の
相
違
に
つ
い
て
若
于
ふ
れ

た
い
と
思
う
。
ポ
ナ
バ
ル
チ
ズ
ム
と
は

国
家
の
暴
力
機
関
０
軍
隊
や
警
撃
を
使

用
し
て
、
民
衆
を
強
権
的
に
支
配
し
よ

う
ぶ
ふ
も
の
で
あ
り
、
フ
ァ
シ
ズ
ム

と
は
、
プ
ナ
・
プ
ル
ジ
″
ア
ジ
ー
奢
政

治
的
に
組
織
、
動
員
し
、
プ
チ
・
ブ
ル

と
国
家
の
同
盟
で
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー

ト
を
解
体
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
）

　
ト
ロ
ツ
キ
ー
は
、
「
痛
切
ら
れ
た
革

命
」
０
中
で
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
・
テ
ル
ミ

ド
ー
ル
ー
ス
タ
ー
リ
ニ
ス
ト
官
僚
の
台

頭
に
対
す
る
肢
り
最
も
組
織
的
な
分
析

を
し
た
。
ト
ロ
ツ
キ
ー
は
そ
の
著
書
の

中
で
、
ロ
シ
ア
革
命
は
何
旁
湯
嘱
し
た

か
？
ス
タ
ー
リ
ニ
ズ
ム
は
な
ぜ
勝
利

し
た
か
？
ソ
連
の
性
格
は
な
に
か
？

そ
の
厩
Ｉ
ほ
な
に
か
ゅ
・
と
い
う
ソ
４
に

つ
い
て
の
四
つ
○
基
本
的
な
問
題
に
応

え
よ
う
と
し
た
。

　
生
産
手
段
の
国
有
化
と
計
噴
題
画
の

９
ａ
、
ソ
座
は
エ
栗
、
都
市
叫
教

育
、
社
会
峯
祉
奉
業
等
々
に
於
い
て
、

非
常
な
成
果
を
あ
げ
た
。
こ
れ
は
、
社

会
主
義
的
形
態
と
手
段
の
葵
祭
ｗ
一
発

で
あ
っ
た
。
だ
が
孤
立
し
た
、
ま
だ
後

一 一

進
的
な
、
経
済
は
、
低
い
外
輪
生
産
力

と
哨
貧
者
物
資
の
非
常
な
不
定
に
一
ま

さ
れ
た
。
貧
弱
な
国
民
所
得
と
、
そ
○

分
配
に
つ
い
て
の
争
い
は
、
社
会
の
分

裂
を
き
た
し
、
ス
タ
ー
リ
ン
旁
光
頭
に

し
た
支
配
嗇
賤
自
ａ
の
特
権
と
全
癒

旁
助
長
さ
せ
た
。
一
息
器
主
旅
的
生

産
関
佩
と
、
仙
万
は
な
は
だ
し
い
不
平

等
と
貧
困
、
独
裁
的
な
政
治
体
制
の
た

め
に
、
ソ
座
は
資
本
主
義
と
社
会
主
義

の
申
一
に
立
つ
「
一
落
し
た
労
・
者
国

家
」
と
し
て
い
ち
ぱ
ん
よ
く
特
徴
づ
け

る
こ
と
が
で
き
な
。
こ
の
よ
う
な
国
家

は
、
ニ
つ
の
相
反
す
る
９
匯
方
向
の
い

ず
れ
か
一
つ
に
同
っ
で
す
す
ま
ざ
る
を

糾
な
か
っ
た
。
労
働
者
と
員
民
が
つ
い

に
全
体
主
義
明
官
僚
を
抒
倒
し
て
、
か

れ
ら
の
自
由
を
獲
得
す
る
か
Ｉ
で
な
け

れ
吸
貧
欲
な
、
無
統
制
な
官
僚
が
資

本
主
義
、
の
忌
転
○
途
を
準
備
す
る
か

で
あ
る
。
ト
ロ
ツ
キ
ー
は
、
最
初
の
方

向
０
為
に
詞
い
な
が
ら
、
「
問
題
は
、

究
一
的
に
は
Ｉ
内
的
舞
台
で
の
生
・
き
た

社
会
的
諸
勢
力
○
闘
争
に
よ
っ
て
決
定

さ
れ
る
だ
ろ
う
」
と
・
沁
記
し
た
。

ヽ
で
は
、
ソ
ビ
エ
ト
・
テ
ル
ミ
ド
ー
ル

ー
０
具
体
的
背
景
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。

前
記
呈
写
詳
紹
に
述
べ
て
い
き
た

い
。

　
①
ド
イ
ツ
乖
高
を
中
心
と
す
る
∃
ｒ

ロ
バ
革
南
り
敗
北
と
は
、
一
九
二
三　

従
袈
？
り
新
聞
学

公
は
″
．
原
稿
募
集
″

を
受
付
け
て
い
ま
し

た
が
、
学
生
諸
君
の

意
Ｑ
を
募
柘
す
べ
く

投
書
箱
の
設
置
を
行

う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
投
併
箱
は
二
り
館
ロ
ビ
ー
や
学
生

ホ
ー
ル
な
ど
に
政
一
致
す
つ
も
り
で
お

り
ま
す
。
投
書
の
内
容
は
、
映
一
、
Ｓ

・
ｆ
に
始
ま
り
、
素
声
爾
人
、
優
柔
不
断

さ
ら
に
は
ニ
ュ
ー
ス
記
事
、
論
文
、
小

年
か
ら
こ
八
年
ま
で
り
帝
国
主
佩
の
一

時
的
窟
零
客
観
的
基
礎
と
し
て
い

る
。

　
イ
ギ
リ
ス
は
、
フ
ラ
ン
ス
と
り
資
本

の
輸
出
狗
を
通
し
て
黒
尤
彙
栄
し
、

フ
ラ
ン
ス
は
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
赤
字
を

ド
イ
ツ
に
対
す
る
リ
ー
ル
鯖
方
合
併
と

し
て
う
め
、
ド
イ
ツ
は
民
族
的
色
彩
が

強
い
フ
ァ
シ
ス
ト
政
権
で
国
内
に
お
け

る
合
理
化
や
他
国
か
ら
り
平
和
的
収
奪

Ｚ
応
て
比
較
的
安
定
し
た
。
こ
の
こ

と
が
ロ
シ
ア
の
一
国
的
孤
立
ｔ
つ
な
か

し
た
。
と
り
わ
け
｀
ド
イ
ツ
が
第
一
次

帝
国
主
義
戦
争
に
お
い
て
敗
北
し
、
国

内
的
に
様
々
な
間
意
で
動
揺
し
つ
つ
も

わ
ず
か
の
剛
腹
で
安
定
し
た
の
も
最
後

に
は
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
の
夏
場
が
あ

っ
た
か
ら
で
あ
り
、
こ
の
ア
メ
リ
カ
帝

国
主
義
に
よ
っ
て
ド
イ
ツ
革
命
は
敗
北

4
澗
さ
せ
ら
れ
た
０
で
あ
っ
た
Ｑ
こ

れ
は
工
業
的
に
も
文
化
的
に
も
先
進
国

で
あ
心
ド
イ
ツ
と
擾
進
国
ロ
シ
ア
の
結

命
が
失
敗
し
た
こ
と
｀
ｉ
味
し
た
。

　
こ
の
ド
イ
ツ
革
命
の
敗
北
の
教
訓
は

帝
国
主
聶
凶
家
に
お
け
る
社
会
主
義
革

命
の
問
題
と
し
て
残
き
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
だ
ろ
う
。
植
民
地
を
贋
得
し
た

本
国
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
は
、
政
治
的

経
済
的
に
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
に
よ
っ
て

寅
収
さ
れ
、
愛
国
主
義
を
イ
デ
オ
ロ
ギ

ー
的
に
形
成
さ
れ
、
城
内
平
和
と
い
う

元
で
そ
心
革
命
性
を
専
ぱ
わ
れ
て
し
ま

う
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
な
に
よ
り

も
ま
ず
ド
イ
ツ
社
民
に
対
艮
す
る
一
一
一

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
責
が
、
ド
イ

ツ
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
に
米
形
辰
で
あ

っ
た
決
定
的
な
要
因
で
あ
り
、
ま
た
一

七
年
か
ら
一
九
年
の
キ
ー
ル
家
世
ｉ

反
乱
が
統
出
し
つ
つ
も
、
レ
ー
テ
が
無

か
っ
た
こ
ベ
ロ
ー
ザ
ル
ク
セ
ン
プ
ル

グ
、
カ
ー
ル
・
リ
ー
プ
ク
ネ
ヒ
ト
に
よ

っ
て
指
導
さ
れ
て
い
た
ス
パ
ル
タ
ク
ス

ブ
ン
ド
が
未
だ
形
成
の
Ｉ
一
渡
刷
で
あ
り

ド
イ
ツ
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
が
米
だ
革

自
的
組
織
性
を
経
験
し
て
い
な
い
と
い

う
点
が
、
ド
イ
ツ
革
命
を
し
て
敗
北
へ

’
″
ａ
一
い
こ
ん
で
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
一
国
的
孤
立
が
ロ
シ
ア
労
贋
民

衆
（
ロ
シ
ア
十
一
月
革
命
の
中
核
）
の

士
気
旁
畏
失
さ
戈
世
界
革
命
の
膜
壁

か
政
治
的
に
後
退
し
て
い
う
た
こ
と
の

第
一
の
要
因
で
あ
る
。

　
こ
○
ロ
シ
ア
に
お
け
る
後
進
性
と
内

喊
に
よ
る
国
内
の
夜
幣
と
は
、
基
幹
産

業
部
門
が
第
一
次
大
戦
と
内
戦
に
よ
っ

て
決
定
的
に
破
衆
し
つ
く
さ
れ
、
そ
の

上
に
、
都
市
が
破
壊
さ
れ
、
社
会
主
義

揮
浸
の
た
め
の
一
切
の
人
材
と
、
拡
大

生
意
過
程
が
粉
砕
し
つ
く
さ
れ
る
と
い

う
・
こ
と
に
具
体
的
に
墳
わ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
よ
う
な
異
体
的
に
ロ
シ
ア

労
働
４
国
家
が
社
会
主
義
建
設
へ
と
同

っ
て
Ｉ
み
、
ヨ
ー
ロ
″
バ
革
命
と
共
に

前
進
し
て
い
こ
う
ご
し
た
一
切
の
菱
望

か
こ
と
ご
と
く
破
産
さ
せ
ら
れ
て
い
く

申
で
、
ト
ロ
ツ
キ
ー
０
？
‐
↓
ａ
に
も
あ
っ

た
よ
う
に
、
『
労
鋤
馮
、
興
民
の
共
和

凶
を
反
動
叱
し
よ
う
よ
ふ
動
き
』
が

で
て
弐
労
働
酋
国
家
そ
の
も
の
が
保

持
で
き
な
く
な
っ
で
き
た
。

　
次
回
は
、
ス
タ
ー
リ
ニ
ス
ト
官
僚
の
・

形
成
か
・
り
、
労
働
ぶ
図
案
は
ど
こ
ま
で

堕
落
し
て
い
る
り
か
を
さ
ぐ
り
、
四
五

年
代
以
降
同
世
界
に
続
々
と
出
来
心
労

働
一
国
家
と
現
在
０
斬
た
な
世
界
革
命

の
時
代
に
お
け
。
’
Ｑ
労
勣
者
国
家
り
性
唇

と
わ
れ
わ
れ
○
任
務
を
明
ら
か
に
し
て

い
き
た
い
。
　
Λ
次
回
へ
Ｖ

説
、
あ
る
い
『
ぼ
Ｓ
に
ヤ
。
る
ま
で
内
容

は
問
い
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
学
校
当
局
、
新
聞
宇
公
へ
の

批
判
、
意
見
、
‐
希
ｙ
を
お
寄
せ
下
さ

い
。
枚
数
・
の
多
忿
旨
ふ
わ
・
り
ず
、
学

会
は
再
処
致
し
ま
す
。

　
掲
載
す
る
ま
で
に
は
、
寄
喘
茜
と
相

談
轍
、
掲
載
い
廻
非
、
文
章
揆
馬
掲

載
㈲
の
決
定
な
ど
を
策
略
な
る
編
集
会

噂
』
射
場
登
し
ま
す
。
？
１
君
の
ご

意
見
を
お
待
り
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
東
洋
大
学
新
聞
学
会

にこの日を忘

あなたの将来をきめる“最後のﾁｬﾝｽﾞかもしれません
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●応募方法＝原則として大学の推薦

●提出書類＝履歴書､身上書.､写真･

　　　　　　卒業見込証明書・学業

　　　　　　成績証明書・健康診断

　　　　　　書・戸籍謄本

●提出先＝本社人事計画課

●応寡締切＝５月22日

●試験lﾖ時＝５月2a日

●試験内容＝（能力､適1生）テスト・

　　　　　　作文・面接

●採用人数＝男120名
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就職についてのお問合せは

株式会社十字屋　人事部人事計画深
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期待します､ニューピープルの参加を､活躍を。
真の意味で､若ものが打ちこめる企業は少ない｡十字屋にはそれがあります。

十字呈は､ビッグストアとテ1パートのメリットを果敢にとりいれ､躍進に躍進を続けている､流通産業界で注目の成長企業です

この変化の70年代に、新しい生きがいを求めるあなたが、青春を打ちこむにふさわしいニューパワーです。

意欲にもえる｡入、バイタリティのある若ものの参加を、こころからお待ちします。

●年間売上高/410億円(46年度)

,81)名

iに31店(新政計画推進中)●支店／関東･東海･東北主要部収に

●ｌ宜／大正l1年】2月　　　　　　　　　　；

●給与／大卒4S.帥0円(4S年審1.

りクルー1j17ム【当社4●】へもお気趨においでくださぴ

会社説明会

6J9，

場所:本社9階第1会議室

２６

時間:午後1時90分～3時
会社概要
刺　立昭和17年11月

責本金17傅500万円（
代表者取締没杜ｋ
事業所本杜東京摺

復業員数
一碧S

－2－31

S､サー

S仙人1

S.S鳥）

ピスエ場18

東京日産自動車販売株式会社
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